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内容

• Builderでオンライン実験：その仕組み

•この実験はオンライン化できる？

•ワーク：Stroop課題をオンライン化する

「PsychoPyでつくる心理学実験」第6章程度のBuilderの
知識がある人向けの内容です。

• 条件ファイルを使って刺激の色を変更できる。
• キーボードで反応を記録できる。
• Codeコンポーネントでif文を使って反応に応じたフィードバックができる。
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Builderでオンライン実験：その仕組み

Builder .py

.js

Python
スクリプト

HTMLファイル
JavaScriptスクリプト

Python
インタプリタ

＞

実行

Webブラウザ
実行

Webブラウザ上で動作する実験をBuilderが出力できるようになった。

.html
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.js

HTMLファイル
JavaScriptスクリプト

.html

Pavlovia
サーバ

スクリプトを
ダウンロード

データを
アップロード

.csv

実験データ

参加者

Pavloviaというwebサービスを使って実験を実施できる。
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Pavloviaを使わずに実施するのは
技術的にかなり難しいです。



Builderでのオンライン実験に必要なもの

PsychoPy Builder
なるべく新しいもの
(現時点では2021.2.3を推奨)

Pavloviaのアカウント
メールアドレスが必要
登録自体は無料

Pavloviaのクレジット
または機関ライセンス

オンライン実験を行うには必要
試してみるだけなら不要
クレジット：実験1回につき￡0.2
機関ライセンス：年間￡1500

￡1=150円換算で
30円と225000円
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この実験はオンライン化できる？

•実験の作り方自体はいままでと同じだが、オンライン実験に対
応していないコンポーネントが結構ある。

「コンポーネント表示制限」を
PsychoJSにするとオンライン
実験対応のものだけ表示される
ようになる。
(PsychoPyの再起動が必要)

PsychoJSとはPsychoPyのコードを
JavaScriptに移植するためのライブ
ラリだと思ってください。

「アプリケーション」タブ
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2021.2.3において「コンポーネントの種類」を
PsychoJSにすると、表示されるコンポーネン
トは左に示したものだけになってしまう。

Polygon, Image, Sound, Movie, Text, TextBox

Keyboard, Mouse, Slider

が使えるので意外と多くの実験に対応できるが、
GratingやDotsを使った従来の実験を移植する
のは難しい。

Code
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ワーク：Stroop課題をオンライン化する

•「PsychoPyでつくる心理学実験」第6章のStroop課題をオンラ
イン化してみる。

• 使用しているコンポーネントはText, Keyboard, Codeのみ。
すべてPsychoJSに対応。

• Codeコンポーネントでは

をおこなっている。

if文による反応の正誤のフィードバック
直近5試行の正答数のフィードバック

8



まずPythonで実行して動作確認する

みどり

正解です！ RT=0.872 (直近5問中3問正解) 

不正解です！ (直近5問中3問正解) 

正答

誤答
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「フォント」をHiragino Sansにしてみる

1

Macで日本語の表示が乱れる場合はTextコンポーネントのフォントを
Hiragino Sansにすると解消される（macOS 11.62, PsychoPy 2021.2.3
で確認）。

Mac上で表示が乱れていてもオンラインで実行すると正しく表示される
ので、オンラインでしか実行しないなら変更しなくてもよい。



オンライン用に変換する
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オンライン実験未対応のコンポーネントを使っていなければ、HTML
形式でエクスポートすることでオンライン実験用コードを出力できる。

「ファイル」の「HTML形式でエクスポート…」
を選択

「実験の設定」ダイアログの「オンライン」から実験保
存時に自動的にオンライン実験用ファイルが出力される
ようにすることもできます。
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エクスポートされたコード

HTML形式でエクスポートすると、PsychoPyのCoderが開いてコードが
表示されるが、これは閉じても構わない。BuilderやRunnerのウィンドウ
を見失った場合はメニューの「ウィンドウ」を使うと便利。

BuilderやRunnerを見失った
場合は「ウィンドウ」が便利
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ローカルデバッグ
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Runnerで実験を
選択

1

ローカルデバッグの
実行

2

自分のPCのブラウザで実験の動作を確認できる（ローカルデバッグ）。
ローカルデバッグはRunnerからおこなう。
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標準のブラウザが開き、ブラウザ内に実験情報ダイアログが表示される。
Okをクリックすると実験が始まる。

特に初回はブラウザが開くまで
かなり待たされる事があります。

OKをクリック

1
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「PsychoPyでつくる心理学実験」第2章の実験のようなシンプルな実験
ならばHTML形式でエクスポートするだけで動作するのだが、今回とり
あげる第6章の実験は1回目の反応の直後にエラーで止まってしまう。
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! Codeコンポーネントを使っている

! コンポーネントのプロパティでPythonの式を使っている

! 実行時でないと確定しない条件ファイルから画像ファイル
などのリソースを読み込んでいる

などのときにトラブルが生じやすい。
エラーで停止はしないが、回転方向が逆になるのも頭が痛い問題。

今回の実験ではCodeコンポーネントが問題となっている。



Codeコンポーネントの自動変換を使う

feedback
ルーチン

code

1

2

コードタイプを
Auto->JSに

3

CodeコンポーネントにはPythonのコードをJavaScriptに自動変換する機能がある。
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Auto-＞JSにすると、入力済みのJavaScriptコードを上書きしてよいか
聞いてくる。今回は入力済みコードがないのでOKを選択する。
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右側に変換されたコードが表
示される。
今回の例では「Syntax Error
があるからPythonコードを
修正しろ」と言われるので何
とかしないといけない。

Routine
開始時

１



自分でJavaScriptのコードを
書いた方が楽？
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コードタイプをBothにする。
オンラインでしか実行しない
ならJSにしてもよい。

JavaScriptに自動変換しやす
いようにコードを修正する。

はい いいえ

今回はこちら



Codeコンポーネントの問題を修正する

• Codeコンポーネントの自動変換機能はPsychoPyのバージョン
アップのたびに改善されているが、まだまだ全面的にお任せと
いうわけにはいかない。

•今回のケースではPythonの文字列におけるformat()メソッドが
JavaScriptの文字列にはないことがエラーの原因である。

• Auto->JSの場合、JavaScriptのコードは編集できないので
Pythonのコードを修正する。
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msg = "正解です！ RT={:.3f}".format(resp.rt)

msg = "正解です！ RT="+str(resp.rt)

msg += " (直近{}問中{}問正解)".format(nResps, nCorr)

msg += " (直近"+str(nResps)+"問中"+str(nCorr)+"問正解)"

str()で文字列に変換してから+で連結すればよい。
[Routine開始時]のPythonのコードの2行目を以下のように修正する。

同11行目を以下のように修正する。

１

2
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エラーが解消されて自動翻訳
されたコードが表示された。
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修正結果をローカルデバッグで確認するには、その都度HTML形式で
エクスポートする必要がある。

実行してみると、RTの桁数が大変なことになっている。
format()での桁数指定にあたる処理をおこなう必要がある。
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msg = "正解です！ RT="+str(round(1000*resp.rt)/1000)

msg = "正解です！ RT="+str(resp.rt)

数値の丸めをおこなうround()を使えばよいが、JavaScriptのround()は桁を
指定できない。泥臭いが以下のように1000倍して丸めてから1000で割るこ
とで回避できる。

これでコード修正前と同じ動作となった。

１



どう修正すればよい？

• PsychoPy Discourse(PsychoPyのコミュニティ)にPsychoPy
Python to Javascript crib sheetというスレッドがあり、かな
り詳しい情報が得られる（英語）。
• https://discourse.psychopy.org/t/psychopy-python-to-javascript-

crib-sheet/14601

• 「PsychoPy/Pavloviaによるオンライン実験」（朝倉書店）と
いう書籍が出版されるので、そちらも参考にしていただけると
幸いです。
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https://discourse.psychopy.org/t/psychopy-python-to-javascript-crib-sheet/14601


プロジェクトの作成

•ローカルデバッグで問題がなければPavloviaに転送をおこなう。

• Pavloviaでは実験をプロジェクトという単位で管理する。

• 実験に必要なファイル（刺激用の画像や音声、条件ファイルなど）を
ひとつのフォルダにまとめる。

• プロジェクト内のファイルは実験実施時に外部からアクセス可能なの
で、アクセスされたらまずいファイルは置かない。

• ひとつのフォルダにはひとつの実験ファイル(psyexpファイル)。

• ふたつ以上あっても構わないがPavloviaで実行できるのは最後に「HTML形式で
エクスポート」した実験だけ。
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配布ファイルを展開して作業してきていれば、フォルダ内は以上のよう
になっている。このフォルダをそのままプロジェクトにできる。

dataに不要なデータがある場合は
空にしておくとよい

PsychoJSのライブラリ

実験参加用ページのHTML

実験本体のJavaScriptコード
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Builderのメニューの「Pavlovia.org」から「ユーザー」→「Pavloviaに
ログイン」と選択し、表示されるダイアログにPavloviaのログイン情報
を入力する。

複数アカウントを切り替えて使う予定の
人はRemember meをチェックしない方
がよい。



30

すでにPC上でプロジェクトの内容が用意できている場合、Builderで実験
を開いてメニューの「同期」でプロジェクトを作成できる。

初回は「このファイルはプロジェクトに属していない」と言われるので
「プロジェクトを作成」をクリックする。
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「名前」は参加者に伝える実験参加
ページのURLの一部となるので、全
角文字や入力が難しい文字は避ける。

「名前」を後から変更するのは
難しいのでお勧めしません。

変更したい場合はプロジェクト
を作り直した方が早いです。

パブリックにしなくてもインター
ネットから実験に参加してもらえる
ので、とりあえずチェックしない。

こちらは後から簡単に変更
できます。
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コミットの概要がわかるように1行で
タイトルをつける。コミットの履歴
はPavlovia上で確認できる（必須）。

ファイルの追加や削除、修正などをプロジェクトに反映させる作業を
コミットと呼ぶ。Pavloviaではすべての変更が記録される。

必要に応じてさらに詳しく変更内容
を書く。

日本語が使えるが、将来的に実験を
公開するつもりなら英語で書くのが
お勧め。
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正常に終了したときにダイアログ等が表示されないのでわかりにくい
が、Runnerの「標準出力」に簡単なメッセージが表示される。

Runnerの標準出力に
Success!と表示されている。
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ここからPavloviaでの作業である。ブラウザでhttps://pavlovia.orgに
ログインし「Dashboard」の「Experiments」を開く。
Builderは後で使うので終了せずそのままにしておく。

Dashboard

Experiments

1

2

先ほど作成したプロジェクトがある。
クリックするとプロジェクトのページが開く。

不要になったプロジェクトの削除は
このページでおこないます。
（後述のGitLabからも可）

３

https://pavlovia.org/
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プロジェクトの
コードページへ
（詳細ページ）

プロジェクトの
ステータス変更

データ保存形式
などの設定

結果の
ダウンロード

参加者募集に
関する情報
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INACTIVE
実験を実行することはできない。研究終了後に実験と
データを公開する用途などに適している。

PILOTING
実験の動作確認ができる。一定時間実行可能なURLが
発行され、実験終了後のデータは実行者の端末にダウ
ンロードされる。

RUNNING
実験を実施する。データはPavloviaサーバ上に保存さ
れる。保存時にクレジットが消費される（機関ユーザ
はクレジット不要）。
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private/RUNNING

参加者

実験用ファイル

設定画面

実験データ

…

プロジェクトがプライベートでも、ステータスがRunningなら
参加者は実験にアクセスして参加することができる。
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Running

1

クレジット
を割り当て

2

割り当てを
更新

3

実験を実施するときには
ステータスをRunningに
変更する。

機関ライセンスでカバー
されないユーザの場合は
クレジットを割り当てる
必要がある。
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開始前

assigned:
reserved:
consumed:

10
0
0

実験開始

assigned:
reserved:
consumed:

9
1
0

assignedが1減る
reservedが1増える

データ保存

assigned:
reserved:
consumed:

9
0
1

実験中断

assigned:
reserved:
consumed:

10
0
0

reservedが1減る
consumedが1増える

reservedが1減る
assignedが1増える

正常に
終了

エラー
ESCキー

実験が開始されるとクレジットは1減って予約された状態となり、
実験が終了した際に初めて消費される。実験が中断された場合は
予約が解除されてクレジットは元に戻る。
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LISENCE

1

機関ライセンスでカバーされる
ユーザであれば、クレジットを
割り当てずに実験を実行するこ
とができる。

クレジット割り当てバーの代わりに
ライセンス情報が表示されます。
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実験参加用URL
これを参加者に伝えてアクセスしてもらう。

データ保存形式。
CSVならプロジェクトにCSV形式で保存される（Pythonで実行するときと同じ）。
DATABASEならプロジェクト外のDBに保存される。こちらに設定しておくと、研究終了後に
プロジェクトを公開しても、データは公開されない（実験実施時のログは公開される）。

中断された実験のデータを保存するか否かを選択
する。チェックすると実験終了時に通信トラブル
があってもデータが残る可能性があるが、何度も
中断する参加者がいると割り当てたクレジットが
その都度消費されてしまう。
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サーバに保存されている実験データをZIP形式でまとめてダウンロードする。
CSV形式の場合はプロジェクトを同期すればデータをダウンロードできるが
DATABASE形式ならこの操作が必要。

最後まで行われた回数、中断された回数、
最後に実行された時刻の情報。
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PavloviaプロジェクトはGitLabというサービスよって管理されている。
View codeをクリックするとGitLabのプロジェクト管理画面に移動できる。
プロジェクトのパブリック／プライベートの切り替えや、プロジェクトへの
メンバー追加といった作業はそちらでおこなう。

GitLabは後で少しだけ触れます。



プロジェクトの更新
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プロジェクトの更新の練習を兼ねて、実験終了時に指定したURLへ
移動するようにしてみよう。

Pavloviaにログインしたブラウザは、後で使うのでそのままにして
おいて、PsychoPy Builderに戻る。

先ほど同期をした後にBuilderを閉じずに
残していればすぐに戻れるはず。

この機能を利用すると、実験終了時にアンケートフォームへ移動し
たり、実験を中断した人に専用のメッセージを表示したりすること
ができるほか、SONA System(https://www.sona-systems.jp/)など
の実験参加者募集システムと連携させることもできる。

https://www.sona-systems.jp/
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実験の設定

1
オンライン

2

正常終了時のURL
中断時のURL

動作確認用にそれぞれ
適当なURLを設定する

3

「実験の設定」ダイアログの「オンライン」タブを開く。
ここで実験中断時、正常終了時の移動先URLを指定できる。
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ちなみにこの「オンライン」タブではHTML形式でのエクスポート
をおこなうタイミングや、実験で必要な画像ファイル等のリソース
を指定することができる。

エクスポートするタイミングの指定

実験に必要なリソースの指定

Builderによる自動検出がうまくい
かない場合に有効。
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実験中断時、正常終了時のURLを指定したら、ふたたびHTML形式
へのエクスポートとPavloviaへの同期をおこなう。

すでに先ほどBuilderでPavloviaへのログイン設定をしているので、
その手順を飛ばして同期の操作ができる。

標準では「同期時」にHTML形式でのエクスポートをするよう
設定されているのでエクスポートの手順は不要ですが、筆者は
いつも手作業でエクスポートしています。

手順を忘れた人はスライド27-31を復習しましょう。
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同期できたらPavloviaに戻り、Pavlovia側に変更が反映されている
ことを確認しよう。

View code

1

先ほどのView codeボタンをクリックしてGitLabへ移動する。
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GitLab上のプロジェクトページがブラウザで開く。

まだGitLabにログインしていない場合、GitLabのログイン画面が
表示されるので、Pavloviaにログインするときと同じユーザー名
とパスワードを入力する。

ログイン情報は
Pavloviaと同じ

1
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Pavloviaでは実験を実施するための操作をしたが、GitLabではプロ
ジェクトの公開設定やメンバー管理などをおこなう。

トップメニュー

レフトサイドバー
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Project

1

Activity

2

レフトサイドバーのProject→Activityでプロジェクトの変更履歴を
確認できる。実験データの保存日時やファイルの修正などがすべて
記録される。

先ほどのURL追加が
記録されている
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Settings

1

General

2

Settings→GeneralでプロジェクトのPrivate/Public切り替え、削除、
アーカイブ化などをおこなえる。

他にもいっぱいできることがありますが
多くはソフトウェア開発向けかな…
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Settings→Membersでプロジェクトにメンバーを追加できる。
他の研究者と共同で実験を実施したい場合に便利。

Settings

1

Members

2
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PILOTING

1

Pilot

2

実験中断・正常終了時の移動先URLを設定した効果を確認しよう。
ローカルデバッグでも確認できるが、ここではPavloviaに移動して
Pilotingを試してみよう。
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みどり みどり
指定した
ページ

数試行おこなったあと、ESCキーを押すと全画面表示が解除される。
さらにESCキーを押すと中断時に移動するように指定したページが
表示される。

ESC ESC

時間があれば、最後の試行まで実行するとデータのダウンロードが
行われたあとに指定したページが表示されることを確認する。



書籍紹介
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「PsychoPyでつくる心理学実験」朝倉書店

PsychoPy Builderによる基礎的な実験の作成から、専門的な内容までを網羅した
一冊。PsychoPyのバージョンがかなり古い(1.90系)のが難点だが、大部分の内容
現在のバージョンにも通用する。

2022年
5月1日
発売予定

「PsychoPy/Pavloviaによるオンライン実験」朝倉書店

PsychoPy BuilderでPavlovia用の実験を作成するためのノウハウを紹介。今回の
ワークショップより高度な内容（プロジェクトの管理、Google Formとの連携、
マウスの活用、無作為化、文字入力、スライダーの使い方、PythonとJavaScript
の両方で使える関数など）を扱っている。

今回オンライン実験化したプロジェクトは本書第6章の実験。


